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 ８月２８日（水）、山口県セミナーパークにおいて、県と公益財団法人山口県予防保健協会(山口県地球温暖化防

止活動推進センター)の共催により、「再生可能エネルギーシンポジウム」を開催しました。当日は、残暑厳しい中、

県民や事業者、行政担当者等から約２００名の参加があり、盛会なシンポジウムとなりました。 

県では、今年３月に「山口県再生可能エネルギー推進指針」を策定し、再生可能エネルギーの導入を総合的・計

画的に進めており、その一環として県民や事業者等が再生可能エネルギーに関する理解を深め、その導入を促進す

ることを目的に今回のシンポジウムが開催されました。 

シンポジウムでは、特別講演として、山口大学大学院の福代和宏教授が「再生可能エネルギーを導入した新たな

ライフスタイル」と題して、再生可能エネルギーのメリットや、導入する際の留意点について講演されました。次

に、「家庭・事業所での再生可能エネルギーの普及に向けて」と題したパネルディスカッションでは、各分野の専

門家(再エネアドバイザー)による再生可能エネルギー等の取組の現状や今後の普及に向けての課題について、活発

な論議が交わされました。 

 山口県及び山口県地球温暖化防止活動推進センターでは、再エネアドバイザーの派遣及び再エネ学習施設の情報

提供を行っております。（詳しくは、４ページをご参照ください。） 
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団体紹介～地球温暖化対策地域協議会～ 

地球温暖化対策地域協議会とは、近年、温室効果ガス排出量が増加傾向にある、民生部門における排出量を削

減するために、地球温暖化対策の推進に関する法律第 26 条第 1項の規定に基づき、地方公共団体、地球温暖化防止

活動推進センター、地球温暖化防止活動推進員、事業者、住民等が構成員となり、連携して、日常生活に関する温

室効果ガスの排出の抑制措置等に関して協議し、具体的に対策を実践することを目的として組織しています。 

今回は、宇部市にある宇部市地球温暖化対策ネットワークをご紹介します。 

 

宇部市地球温暖化対策ネットワーク（UNCCA：アンカ）

は、２００２年１０月に設立、同年１２月に県内初の地

域協議会として環境省に登録されました。２００５年に

は現在の場所へ事務所を移転、事務局も市から独立した

団体として活動を開始しました。 

ＵＮＣＣＡは、低炭素社会の形成を目指し温室効果ガ

ス削減に向け、産・官・学・民の相互理解と協力のもと

(宇部方式)、地域における地球温暖化対策を協議、実践

し、環境共生都市の実現を目的としています。現在の会

員数は、団体会員１１０団体、個人会員７０名となって

います。 

昨年度は設立１０周年を迎え、記念の講演会や記念誌

の発行などを行いました。今後次の２０周年に向かって、

更なる活動を続けていきたいと考えています。 

 

◆継続して行っている活動は次の通りです。 

①各種イベントでの啓発ＰＲ活動 

・県および市主催のエコフェア 

・宇部まつり、他 

パネル展示や自転車発電・ミニソーラーカー工

作・クイズ等の体験を通して一般市民への啓発活動 

②省エネ教育推進および小中学生を対象とした地球

温暖化対策環境講座 

環境教育メニューを作成し、小中学校などへ希望

するメニューの出前講座（講師の派遣）／環境省か

ら貸与されたエコ学習トランクを用いた紙芝居と

体験・実験による地球温暖化対策学習 

③環境にやさしい交通づくり推進活動 

自転車にやさしい地域づくり事業（中国建設弘済

会助成事業）、スマート通勤の推進 

④カーボン・オフセット推進活動 

カーボン・オフセットの普及と推進、ＵＮＣＣＡ

が行った活動で出たＣＯ２のオフセットクレジット

購入、ＣＯ２吸収源の森の維持管理 

⑤グリーン電力証書の購入仲介 

市や企業、ＵＮＣＣＡが主催するイベントでのグ

リーン電力証書の採用 

◆今年度事業として、次の２事業を行っています。 

①充電式ミニソーラーカーの工作教室 

（セブン－イレブン記念財団助成事業） 

７月３０日、８月２７日の計２回工作教室を開催

し、ご好評を頂きました。 

②スタディツアー推進事業（宇部市委託事業） 

昨年７月に宇部市において開催された「中国・九

州地区環境先進自治体首長サミット」において、水

俣市、対馬市、宇部市の３市長により、３市が連携

と交流を深め地域から持続可能な社会づくりを行

うとの共同宣言がなされました。それを受け、未来

の地球の環境保全・自然保護を担う子供たちに他市

の取り組みを学んでもらう「子どものためのスタデ

ィツアー」を行うことになり、今年度は夏休みに宇

部市から水俣市と対馬市へのスタディツアーを実

施しました。参加した子供達に地域ＦＭ局（ＦＭき

らら）に出演頂き、学習の成果や感想などを楽しく

発表して頂きました。 

今後、両市から宇部市へのスタディツアーを受け

入れるため、企画等の準備作業を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対馬ツアー：ツシマヤマネコ痕跡調査にて保護セ

ンター職員(右端)の説明を聞く参加者ら 

宇部市地球温暖化対策ネットワーク（UNCCA） 

所在地：〒755-0032 宇部市寿町二丁目 11-28 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：０５０－１２９８－４０６５ 

メール：ubeondankanet@ybb.ne.jp 

ホームページ：http://ubeondanka.net/ 

 

宇部市地球温暖化対策ネットワーク（ ） 
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地球温暖化防止活動推進員リレー紹介 

～こんにちは。地球温暖化防止活動推進員です～ 
 地球温暖化防止活動推進員（以下、推進員）は、地球温暖化防止の取り組みを進める者として、県や市町から委

嘱を受けて活動しています。今年度、山口県では 119 名の方が委嘱され、県内各地で地球温暖化防止に係る活動を

されています。ここでは、県内の推進員さんの活動や思いを推進員さんの言葉でお伝えします。 

 

 「地球にやさしい活動」 

     内藤 美恵子（山陽小野田市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「私にもできること」 

村本 正治（和木町） 

 

 今年の夏は、３５度以上の真夏日 

が続き、今までの最高気温の４１度 

という人間の体温をはるかに超える 

記録を作りました。その上、日本列 

島のあちらこちらで 今までに経験したことのない

豪雨や竜巻の被害にみまわれました。これも地球温暖

化が一つの原因ではないかと言われています。これ以

上温暖化が進まないために早急に対策を考えなけれ

ばならないことは言うまでもありません。エネルギー

のむだ使いをしない事はもちろんですが、エコな生

活、つまり、省エネ製品を購入したり、エコバッグを

持って買い物に行ったりと、私たち一人一人がどんな

にささいな事でも省エネに努力する気持ちをもつ事

です。未来の子供達のためにも地球温暖化防止の活動

が日本だけでなく、全世界の人々にも広がることも必

要と言えるでしょう。 

 自分だけではどうにもならないと思わないで、皆で

力を合わせて少しでも地球にやさしい生活をするこ

とが大切だと思います。 

 

 

 宇宙の美しい小さな星「地球」、 

今なにかおかしい。この夏の酷暑 

に少雨、降ればゲリラ豪雨、さら 

に竜巻…。原因のひとつとされる 

温暖化。私の住む小さな町にも大きな工場が建ち、駅

ができコンビニができた。便利と引き換えに田んぼは

なくなり、多くの生きものが消えてしまった。何とか

しなければと、最近は夫婦で地域の子ども達と、海の

生き物や植物観察にでかけ、自然環境を守る大切さを

一緒に遊びながら学んでいる。小さなアサリが汚れた

海水をきれいにし、森の恵みのおいしい空気やドング

リなどの木の実の試食体験をすると、子ども達は満面

の笑顔で歓声を上げる。 

地球は人間だけのものではない、全ての生きものの

住まい。この環境をこれ以上壊してはならない。 

♪ひとりの小さな手、何もできないけど、それでもみ

んなの手と手を合わせれば、何かできる何かできる。

（♪「一人の手」訳詞：本田路津子） 

未来を背負う子ども達と共にこのことを考え、「私

にもできる小さなこと」の実践を薦めている。 
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お知らせ 

 

山口県からのお知らせ 

「やまぐちいきいきエコフェア」が開催されます。 

夢(ゆめ) 心(こころ) 技(わざ) 行動(こうどう) 

全てをつなげてエコな社会 夢・やまぐち 
【開催日時】１０月１９日（土）～２０日（日）９時から 

【開催場所】山口きらら博記念公園（山口市阿知須きらら浜） 

 

「やまぐちいきいきエコフェア」は、子どもから大人まで、楽しみながら環境への理解を深めることができる

参加体験型の環境イベントです。 

◆みんなで取り組む！温暖化防止対策・循環型社会・自然共生 

 県民活動団体が取り組んでいる活動の展示・実演、企業等の環境対策や環境に配慮した製品等の展示・販売 

◆チャレンジ！エコ体験 

 バラエティーに富んだワークショップ形式の環境体験教室 

◆エコアトラクション 

 気軽に参加できるエコ工作教室（作品は持ち帰れます） 

◆ぶちエコ“わが家”スタンプラリー 

 10:00～、13:00～ 参加者には抽選で記念品進呈 

◆エコカー試乗会 

 電気自動車等が大集合！最新のエコカーに乗ってみよう 

 

上記以外にも多くのイベントがありますので、ぜひ会場にお越しください。 

 

山口県・山口県地球温暖化防止活動推進センターからのお知らせ 

再エネアドバイザーの派遣及び再エネ学習施設の情報提供について 
 県民や事業者等が再生可能エネルギーに関する理解を深め、その導入を促進するため、「再エネアドバイザー」

の派遣と「再エネ学習施設」の情報提供をしています。   

 

１ 再エネアドバイザーの派遣  

 ◆再エネアドバイザーとは 

  ・再生可能エネルギーに関して専門的知識や豊富な経験等を有する者を登録 

  ・県民や事業者等が開催する地域における研修会等に派遣し、講演や情報提供、相談に対応 

 ◆派遣対象   民間団体、自治会、事業者組合等が開催する研修会、講演会、会議 等 

 ◆派遣費用   無料（講師の派遣に関する費用は、山口県地球温暖化防止活動推進センターが負担） 

 ◆派遣申請先  山口県地球温暖化防止活動推進センター 

 

２ 再エネ学習施設の情報提供  

 ◆再エネ学習施設とは 

  再生可能エネルギーに関して学習（見学等）が可能な施設 

 ◆情報提供   

  県、山口県地球温暖化防止活動推進センターのホームページに掲載 等 

  ［県］http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a15500/renewable-energy/201307160001.html    

  ［センター］ 山口 温暖化センターで検索 

 ◆見学申込先 

各学習施設に直接申込み 
 

 

編集後記 

センター情報誌が装い新たになりました。温暖化防止

活動を行っている団体や推進員さんをどんどんご紹

介し、温暖化防止の気持ちが伝わる情報誌を目指しま

す。ご協力をよろしくお願いします。（平田） 

  発行元 

山口県地球温暖化防止活動推進センター 

〒753-0814 山口市吉敷下東一丁目 5番 1号  

公益財団法人 山口県予防保健協会 内 

TEL(083)933-0018 FAX：(083)924-9458 

URL：http://www.yobou.or.jp/yccca 
 

総称：きらら産業交流フェア２０１３ 

「きらら物産フェア」「やまぐち住宅フェア」との合同開催 

「やまぐちいきいきエコフェア」は全国

モーターボート競走施行者協議会から

の拠出金を受けて実施するものです。 

 


